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1 はじめに
本論文では，検索エンジン・サジェストによって測定
される関心事項の情報を最大限に有効活用するタスク
として，特定商品ジャンルにおける製品・サービス等
の供給者である複数の企業の間で，検索における関心
の度合いを比較するというタスクを設定する (図 1)．
そして，検索における関心の度合いが，実社会におけ
る市場シェア統計との間でどの程度の相関を持つのか
について分析を行う [6]．そして，これらの分析の結
果をふまえて，検索エンジン・サジェストによって得
られる統計分布に基づいて市場シェアを予測する手法
を提案する．

2 検索エンジン・サジェストを用い
たウェブページの収集

2.1 クエリ・フォーカス
本論文では，クエリ・フォーカスとして「ASUS」，
「Lenovo」，「NEC」，「SONY」，「シャープ」，「パナ
ソニック」，「三菱電機」，「富士通」，「日立」，「東芝」
の電気メーカー 10社を指定し，各種電気製品ジャン
ルにおける関心の割合を比較する．以降では，これら
の検索対象を qj(j = 1, . . . , 10)とする．

2.2 サジェスト及びウェブページの収集
選定した評価用クエリ・フォーカスに対して，Google1

検索エンジンを用いて，一クエリ・フォーカス当り約
100通りの文字列を指定し，最大約 1,000語のサジェ
ストを収集する．さらに，あるクエリ・フォーカスに対
して収集されたサジェストの集合を S として，s ∈ S

となるサジェスト sに対して，クエリ・フォーカス qj
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表 1: クエリ・フォーカスごとのサジェスト数および
収集されたウェブページ数 (2015年 8月 6日収集)

クエリ・フォーカス サジェスト数 ウェブページ数
ASUS 840 5,012
Lenovo 839 5,163
NEC 909 6,329

SONY 812 5,695
シャープ 900 5,885

パナソニック 938 6,541
三菱電機 847 5,301
富士通 896 6,071
日立 912 6,568
東芝 896 6,367

混合文書集合 — 57,582

とのAND検索により上位N 件以内に検索されるウェ
ブページ dの集合D(qj , s, N) (ただし，本論文におい
ては，N = 10とする)を作成する．ここで，ウェブ
ページの収集にはYahoo! Search BOSS API2 を用い
る．また，各企業 qjごとに収集したウェブページ集合
D(qj)を混合し，混合文書集合Dを作成する．各クエ
リ・フォーカスごとのサジェスト数およびウェブペー
ジ数の一例を表 1に示す．

2.3 ウェブページへの検索エンジン・サジェ
ストの割り当て

各ウェブページは，クエリ・フォーカスおよび各サジェ
ストの AND検索によって検索されたものである．し
たがって，あるウェブページには，一つ以上のサジェ
ストが対応することになる．各ウェブページ dに対し
て，d ∈ D(qj , s, N)となるサジェスト sを集めた集合
を S(qj , d)とする．

3 トピックモデルを用いた文書集合
中の話題の集約

本論文では，トピックモデルとして潜在的ディリクレ
配分法 (LDA; Latent Dirichlet Allocation) [3]を用い
る．LDAを用いたトピックモデルの推定においては，
語 wの集合を V として，語 w(w ∈ V )の列によって
表現された文書の集合と，トピック数 K を入力とし

2http://developer.yahoo.com/search/boss
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図 1: 検索における関心の割合を企業間で比較する処理の流れ

て，各トピック zn (n = 1, . . . , K) における語 w の
確率分布 P (w|zn) (w ∈ V )，及び，各文書 dにおけ
るトピック zn の確率分布 P (zn|d) (n = 1, . . . , K)を
推定する．これらを推定するためのツールとしては，
GibbsLDA++3を用いた．
また，GibbsLDA++では，各トピック znにおいて

確率 P (w|zn)の高い順に語wをW 件出力することが
できる．本論文においては，W = 20として，トピッ
クの話題分析の際に参考情報として用いている．
本論文では，各文書に対してトピックを一意に割り

当てることで，各文書を分類することとした．記事集
合をD，トピック数をK，1つの文書を d (d ∈ D)と
する．文書 dにおけるトピックの分布において，確率
が最大のトピックに，文書 dを割り当てている．
また，各ウェブページには，トピックが対応付けら

れている．一つのトピックに対して割り当てられた一
つ以上のウェブページに対応するサジェストを収集す
ることにより，一つのトピックに一つ以上のサジェス
トが割り当てられていることになる．クエリ・フォーカ
ス qj に対してあるトピック znに割り当てられたウェ
ブページ集合をD(zn, qj)とすると，トピックに割り
当てられたサジェスト集合 S(zn, qj)は次式となる．

S(zn, qj) =
�

d∈ D(zn,qj )

S(qj , d)

3http://gibbslda.sourceforge.net/

トピック znの話題分析を行う際には，全クエリ・フォー
カス qj(j = 1, . . . , 10)に対する集合 S(zn, qj)中のサ
ジェストのうち，全クエリ・フォーカスに対する総頻度
の上位 20個を参照することによって話題を分析する．

2.2 節において作成された混合文書集合に対して，
確率値 P (zn|d) の下限値を設定し，企業別のウェブ
ページ集合および検索エンジン・サジェスト集合を作
成する [6]．確率値 P (zn|d)の値が下限値 θlbd 以上の
ウェブページを収集し，集合 D(zk, qj , θlbd)を作成す
る．また，それらのウェブページに割り当てられてい
るサジェストを収集した集合を S(zn, qj , θlbd)とする．

4 検索エンジン・サジェストの統計
分布と市場シェアの相関の分析

4.1 サジェストの統計分布の分析
3 節で抽出したサジェストの集合に対して，サジェス
ト数の企業別割合を算出する．集合 S(zn, qj , θlbd)に
おける検索エンジン・サジェスト数の企業別割合を次
式で表す．

rate(zn, qj , θlbd) =

���S(zn, qj , θlbd)
���

�

i

���S(zn, qi, θlbd)
���

本論文では，トピック数K を 60から 100程度まで
変化させてトピック推定を行った．また，各トピック
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図 2: 「テレビ関連製品」分野におけるウェブ検索者の関心の割合，価格.com閲覧者の関心の割合，価格.comに
おける市場シェアの相関分析

数K において，確率値 P (zn|d)の下限値 θlbd の値を
0∼0.9の範囲で変化させて，トピック数 K および確
率値 P (zn|d)の下限値 θlbdの組について，検索エンジ
ン・サジェスト数の企業別割合の分析を行った．この
うち，表 1において示したウェブページ集合を対象と
して，「テレビ関連製品」分野に相当するトピックにお
いて，検索エンジン・サジェスト数の企業別割合と，価
格.com閲覧者の関心の割合，価格.comにおける市場
シェアとの間で相関係数の平均値が最大となるトピッ
ク数K および確率値 P (zn|d)の下限値 θlbd を求めた
結果，K = 90，θlbd = 0.4となった．この場合につい
て，検索エンジン・サジェスト数の企業別割合を，価
格.com閲覧者の関心の割合，および，価格.comにお
ける市場シェアとの間で比較した結果を図 2に示す．

4.2 検索エンジン・サジェストの統計分布
を用いた市場シェア予測

本節では，図 3に示す手順によって，検索エンジン・
サジェストの統計分布を用いて，価格.comにおける
市場シェア統計，および，ページビュー統計を予測す
る手法について述べる．本論文の手法においては，ま
ず，第 1月目から第N − 1月目までの各月ごとに，価
格.comにおいて，各商品ジャンルごとの市場シェア
統計およびページビュー統計を収集する．同様に，第

1月目から第N − 1月目までの各月ごとに，表 1にお
いてクエリ・フォーカスとして示す企業についての検
索エンジン・サジェストおよびウェブページ集合を収
集し，混合文書集合に対してトピックモデルを適用す
る．そして，各商品ジャンルに対応するトピックを人
手で選定し，検索エンジン・サジェストの企業別割合
を求め，価格.comにおける市場シェア統計，および，
ページビュー統計との間の相関係数を求める．そして，
各商品ジャンルごとに，第 1月目から第 N − 1月目
における相関係数の平均値を最適化するトピック数K

および確率値 P (zn|d) の下限値 θlbd を求める．最後
に，このパラメータ値を用いて，第 N 月目における
検索エンジン・サジェストの企業別割合を求め，これ
を第N 月目における市場シェア統計，あるいは，ペー
ジビュー統計の予測値とする．
以上の手順によって，「テレビ関連商品」分野およ

び「パソコン関連商品」分野を対象として，2015年 3
月を第 1月目，同年 5月を第 N − 1月目として，第
N 月目である同年 6月の市場シェア統計およびペー
ジビュー統計を予測した結果と，実際の市場シェア統
計およびページビュー統計との間の相関係数をプロッ
トした結果を図 4に示す．図 4中には，同様の手順
により，同年 7月，8月，9月をそれぞれ第N 月目と
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図 3: ウェブ検索者の関心の割合を用いた市場シェア
の予測手順

して，予測結果と実際の統計値との間の相関係数をプ
ロットした結果を示す．また，比較対象として，各月
において，検索エンジン・サジェストの企業別割合と
市場シェア統計，および，ページビュー統計との間の
相関係数の最適値を求めた結果のプロットも併せて示
す．この結果から分かるように，提案手法によって，
検索エンジン・サジェストの企業別割合を用いること
によって，実際の市場シェア統計およびページビュー
統計との間の相関係数の最適値とほぼ同等の相関係数
を示す予測結果が得られている．

5 関連研究
本論文に関する関連研究として，Twitter，検索エンジ
ンの検索数，ブログ，Wikipediaの閲覧数等の情報に
基づいて，実社会の動きを予測する手法 [1,2,4,5,7,8]
が提案されている． 一方，本論文では，実社会の動
きを予測するための情報源として，検索エンジン・サ
ジェストを用いる手法を提案している．

6 おわりに
本論文では，検索エンジン・サジェストの企業別割合
が，実社会における市場シェア統計，および，商品比
較レビューサイトにおけるページビュー統計との間で
どの程度の相関を持つのかについて分析を行った．さ

(a) 「テレビ関連製品」分野

(b) 「パソコン関連製品」分野

図 4: 検索エンジン・サジェストの企業別割合を用いて
予測された市場シェア統計・ページビュー統計と実際
の市場シェア統計・ページビュー統計との相関の推移

らに，これらの分析の結果をふまえて，検索エンジン・
サジェストによって得られる統計分布に基づいて市場
シェアを予測する手法を提案した．
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